
「人類進化ベッド」のデザインとベッド使用時の寝姿勢 
 

重田眞義（京都大学アフリカ地域研究資料センター） 
座馬耕一郎（長野県看護大学） 

相原 進（京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科） 
 

「人類進化ベッド」は、タンザニア、マハレにおいて観察し

たチンパンジーの寝床の寝心地に感動した座馬のアイデアを

元に、デザイナーと株式会社イワタとの共同研究によって開

発された（写真）。ベッドは枝葉で作られるチンパンジーの寝

床を模して作られ、楕円形で中央がくぼんでおり、交差状に組

んだバンドの上に羽毛のマットレスを置くことで枝葉のマッ

トの感触の再現を試みている。また土台部分は緩やかな弧を

描いており、チンパンジーの寝床の揺れを再現している。 

 

写真 人類進化ベッド 

 本発表の目的は、「人類進化ベッド」での寝心地について、四角く平らで動かない通常の

ベッドでの寝姿勢と比較することによって、人類進化ベッド使用時に特有の寝姿勢と寝心

地を明らかにすることを試みることである。 
 2017 年 10 月 29・30 日と 11 月 1・2・3 日に、20 代の男女各 1 名を被験者として、それぞ

れのベッドでの睡眠にかんする比較実験をおこなった。被験者には、それぞれのベッドで連

続 2 泊ずつ、計 4 泊眠ってもらった。その様子を録画・分析するためにベッドの周囲にビ

デオカメラ 4 台を設置して記録した。就寝時には、被験者は上布団を使用せず、パジャマ

とレッグウォーマーおよびアイマスクを着用してもらった。寝姿勢の観察･分析にあたって

は、便宜的に仰臥（仰向け）、左臥（左向き）、右臥（右向き）、伏臥（うつぶせ）の 4 種類

に分類し、それぞれの姿勢をとっている時間と開始と終了の時刻を記録した。また、頭、胴、

左膝、右膝の各部位の動きについて、寝姿勢の変化にともなう遷移を記録した。 
実験の結果、人類進化ベッドでの睡眠時には、仰臥の寝姿勢をとる割合がふつうのベッド

よりも高くなる傾向がみられた。また、寝姿勢を四分類（仰臥、右臥、左臥、伏臥）した結

果からは、仰臥以外の姿勢をとる時間が人類進化ベッドで大きく減少した。寝姿勢の遷移を

体の部位別に測定した結果からは、人類進化ベッドでの睡眠時にみられる体の動きの頻度

が、通常のベッドよりも高くなることがわかった。また、その動きは、四分類した寝姿勢の

変化に結びつかない、体の一部分の動きであることが特徴的であり、ふつうのベッドでは寝

姿勢の変化に連動して各部位が動くのに対して、人類進化ベッドでは各部位がそれぞれ異

なる動きをしていた。実験結果から、人類進化ベッドが人間の寝姿勢を仰臥になるように抑

制しているのではなく、通常のベッドでは寝返りという大きな動作になる場合でも、人類進

化ベッドでは各部位の動きのみの少ない動作で済んでいる可能性が示唆された。 
 今後の展開として、人類進化ベッドのそのものの動きと、体の各部位の動きについて、そ

れぞれ 3 次元モーションキャプチャーを用いて解析をすすめることにしている。現時点で

は、人類進化ベッドでは寝返りは少ないが四肢の動きが増すこと、体幹のねじれが多く生じ

ること、ベッドに微細な振動が発生していることが確認できている。これらのことと、寝心

地の良さおよび体調への影響について検証を進めたい。 


